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 創造主、天の父母様に似た、真の愛を実践する 

天一国の真の主人になろう！ 

【年頭標語】 

 新聖殿建設は救国救世の基盤  
 

 堕落することで、長子が庶子のようになりました。血筋が

変わりました。本然的な愛を通して、神様の血統を受け継

ぐべきでしたが、堕落する事によって他の血筋を受け継

ぎました。だからと言って、神様は捨てることが出来ませ

ん。これは、庶子のようです。野生のオリーブの木です。

復帰摂理は、正妻一人では出来ないのです。妾と一つに

ならなければ帰る道がないのです。なぜかというと、堕落

した為に神様の前に二流の子女が生まれてきたからで

す。カイン側のお母さんと子供と、それを復帰していくア

ベル側のお母さんと子供という、二流の子女が立つように

なったのです。もし堕落しなかったならば、一流だけなの

です。堕落の結果、二流になってしまったのです。ですか

ら神様は、これを収拾しなければならないのです。エバは

「不倫の罪」を犯しました。エバは天使長を神の愛で主管

し、絶対に不倫をせず、貞操を守らなければなりません。

婚約中にアダムを裏切ってしまったのです。エバは絶対

的にアダムを信頼し、裏切らずアダムの相対理想圏に立

たなければなりませんでした。 

 人類はすでに蕩減復帰時代圏を抜け出した…これから

は神様と真の父母様を中心とした勝利圏の太平聖代だけ

が永遠に続くようになるでしょう。私たちは既に神様の直

接主管圏時代に進入しています。摂理の中心は「真の父

母」です。 

 お父様、これ以降は心配なさらないでください。私たち

が必ず責任を完遂します。ですからお父様は永遠なる本

郷苑において、これまで孤独であった天の父母様を慰労

され、頌栄の対象として自由の身となられることを懇求い

たします。皆さんの責任は70億の人類に真の父母を伝達

することです。真の父母を宣布することです。人類の中に

真の父母を知らない人がいてはなりません。特に皆さん

の氏族の中に、知り合いの中に、知人・友人の中に、家

族の中に、真の父母の事を知らない人がいてはなりませ

ん。必ず、家族や知人・友人、そして氏族のかたがたに真

の父母を伝達し、証し、宣布してください。そして神氏族メ

シヤの使命を勝利して、その土台の上で、救国救世の基

盤を造成してまいりましょう。全世界の中で2020年までに

最低7つの国を建てたいのです。 

 

本教会の礼拝に初めて参加された方を心から歓迎いたします 
  天の父母様と真の御父母様の祝福が共にありますようお祈り致します 

 

1．お誕生日を迎えた食口の皆様、おめでとうございます。 

 

2．東埼玉教区 12月度 出発式   

  日時：12月2日（水）10:30～ 

  場所：浦和家庭教会  

 

3．東埼玉教区 壮年部集会   

  日時：12月6日（日）16:00～ 

  場所：浦和北家庭教会  

 

4．嫁さん弁当   

  日時：12月9日（水） 

 

5．第9回 天一国フェスティバル 

  日時：12月23日（水）  13：30～ 

  場所：久喜総合文化会館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．「家庭連合Web 教会礼拝説教」配信のお知らせ   

 Web 教会の礼拝説教は、インターネット上で誰もが閲覧でき、  

内容に対する感想や質問も専用のフォームを通して送ることができ

ます。。第1 回目は、教会成長研究院の阿部美樹院長による「幸 

せな家庭、躍動する日本、希望の世界へ」（25 分）が配信されてい 

ます。新しく教会に来られた方や、あまり教会に来られていない方に 

ご紹介いただき、教会の礼拝への導入などにご活用ください。 

      http://uc-library.org/  

       

 

      

 

 
 

 

教区長 ： 鄭 日權 牧師 

さいたま市南区南浦和1丁目23-12 
 Tel：048-886-8774／Fax：048-886-8797 

E-mail: uc.urawa@gmail.com 
  

11月22日 礼拝のみ言  



皆さん、2020年までに韓国が、機関ならば機関が、氏

族メシヤの責任である430家庭以上の伝道を全うしな

ければなりません。今、私たちが恐れることがあるで

しょうか？私たちはとても多くを得ています。自信を

持ってます。何故誇ることが出来ないのですか？教会

が自分の家庭を救ってくれる有難い場所であるという

ことを教えなければなりません。世界の名誉を持って

いたとしても誰にもそれは一時です。しかし、真の父

母思想の中ではどのような実績を持ち、どのような責

任を果たしたかにより永遠でしょう。真の主人になる

ことが出来るでしょう。先駆者になるでしょう。天の

父母様の前に孝子、忠臣となれる道があるでしょう。

それは誰もが出来ることではありません。真の父母様

の中でのみ可能なのです。分かりましたか？私たちは

全ての焦点をそこに合わせなければなりません。国家

基盤の造成のためには教会が発展しなければなりませ

ん。そして、教会の発展のためには祝福家庭が増えな

ければなりません。そうすることにより善なる国、神

の祖国となるのです。サタンが存在し得ない、サタン

が隙間に入ることのできない、そのような国になって

こそ、この国が当面した南北問題など全てのものが解

決されます。政治家たちが解決できません。あらゆる

武器を備えているのになぜその武器を使いこなせない

のですか？寝ても覚めても真の父母様について伝えな

ければなりません。その道のみが私たちが、私が、私

の家庭が、この国が生きる道であり、世界が生きる道

です。 

リトルエンジェルス東京公演 
 
 韓国の「リトルエンジェルス芸術団」が去る24日、日
本東京新宿文化センターで2000席がいっぱいの中で
2時間の間「春香伝」「アリラン」などを公演した。小さな
天使たちと呼ばれるリトルエンジェルス芸術団の名声
は日本でも高かった。公演開始1時間前から観覧客た
ちで新宿文化センターの待合室は足の踏み場がな
かった。参加者はリトルエンジェルスの踊りを見ながら
終始感動と感心があった熱い拍手を送った。 
 公演に参加した遠藤前ニュージーランド大使は「日
韓両国は近くて近い国にならなければならない。その
ためには、お互いの文化交流が唯一の手段である。リ
トルエンジェルスの舞踊を見ながら韓国文化に非常に
良い印象を受けた。今回のツアーが日韓友好親善の
促進剤になって欲しい」と述べた。  
 リトルエンジェルス芸術団は1962年5月5日に創立さ
れ、65年9月の米国ゲティスパークでアイゼンハワー
大統領のための特別講演を皮切りに、英国王室御殿
こうえん、平壌奉華芸術劇場公演、ソウルオリンピック
開幕式公演、韓日ワールドカップ開幕式公演など海
外60ヶ国を歴訪、韓国内外で韓国を代表する舞踊団
として活躍している。 

 

                                  説教者 ： 鄭 日權教区長 

                              司会者 ： 田川 敏 

           伴奏者 ： 町田滋子 

     開   会  ・・    

     黙   祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    

 ※聖   歌  ・・・・・・・・・・  聖歌 49番  ・・・・・・・・・ 体 

 ※敬   拝  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体  

 ※家庭盟誓  ・・・・・・・・・・（ 日本語 ）・・・・・・・・・・    全 体     

 ※年頭標語  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     

    代表祈祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

   聖   歌   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   聖歌隊         

    み言訓読  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    全 体                                  

     説      教   召命の人生 

 ※聖歌と献金 ・・・・・・・・・・  聖歌 57番  ・・・・・・・・・  

 ※祝   祷  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    教区長  

 ※全体祈祷  ・  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

    お知らせ   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・      

   閉      会  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・     司会者 

 

※起立して進行します 
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※敬          拝 

※家 庭 盟 誓 

※年 頭 標 語 

  全 体 祈 祷 

   聖          歌 

   み 言 訓 読 

  説          教月    

  聖歌と献金 

  感 謝 祈 祷 

  お 知 ら せ     

※祝          祷 

※全 体 祈 祷 

  閉          会  

 

 新聖殿建設は救国救世の基盤２ 

『 生めよ、殖えよ、地に満ちよ、萬のものを治めよ』 


